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令 和 ８ 年 ８ 月
茨城県警察本部交通総務課

No.２８

飲酒運転による交通事故発生状況（令和８年６月末現在）

交通事故発生件数

飲酒運転による事故の発生件数は48件で、過去５
年平均に比べて約1.4倍も増加しています。

飲酒運転による死亡事故の割合は10.4％で、飲酒
なしに比べて6.5倍も増加しています。

※原付以上の運転者比較

酒酔い運転

３年以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金酒気帯び運転
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死亡事故率が高い！
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大幅増加！

約1.4倍

飲酒の有無による死亡事故の割合

【欠格期間３年】
35点

５年以下の拘禁刑又は100万円以下の罰金

要件：呼気中アルコール濃度0.5mg/ℓ以上 又は

アルコールの影響により正常な運転ができないおそれがある状態

※酒酔いで交通事故を起こした場合には、危険運転致死傷罪に該当
（令和８年７月21日法改正）

呼気中アルコール濃度 0.25mg/ℓ以上
25点【欠格期間２年】

呼気中アルコール濃度 0.15mg/ℓ以上
13点【停止期間90日】

詳細は
こちら


